
光の器
荒川尚也（ガラス）＋中村功（和紙）
2UU8年6月28日（上）～7月13日（日）
11：m′、19：80（会期中無休／作家在蹄予定日6／軋2軋　臥7ノ13＊）

皇撚郎光の中で、無色適鋤のガラスは親睦の民色を峡し込むル

その像は、ガラスの杉と成形原の痕跡で屈折し、反射し、変形づる。

その乱れはl揺らぎMを生み、カラスの表情をつくる。

そオーが藍然の光と同調したとき、見るノ＼の心を動か㌻り
暗譜軋ガラス工房　荒川尚也

和紙は決して無色適職二なることはできない。

例え、この世で一番薄い和紙を此いたとしても、素材の持つ色は楳有していて
滞く漉けば漉くほど碇一本一本蠍腐縦が鮮明に山てくる。

和紙のl昌lうの空間の、見えるけれど全てではない宗色をこちら柳と向う側と見て
愛おしんで来丹巾であり変事。

韓官手漉き和紙工房　中村功

射7ラリー桂の庄兵衛
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汀戸晴代の接塚目の序牒犀潮漣

修復再牛したギャラリー空臥

＊詳しくはギャラリPまでお問い合わせ11日㍉


